
 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

  

櫻園通信 9．平成 26 年 2月 
東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

140年にわたる養育院の歴史の中で、60年史・70年史・80年

史・100 年史・120 年史が編まれている。 

 

60 年史は昭和 8年発行。渋沢栄一生前に発行が目指された

が、間に合わなかった。大部で、よく基礎資料が上げられてい

る。関東大震災で、渋沢栄一が集めた元の資料が失われてお

り、以後の養育院史のはじめの頃の記載は、おおむね本書によ

る。難は、渋沢死亡直後の出版であり、渋沢色が強い。 

 

昭和 18 年発行の 70 年史は、60 年史以降の記載が主である

が、冒頭の 60 年史の概略の中で、江戸期の社会福祉史を引き

継ぐものとしての位置づけが明快で、七分積金の使い方を、大

久保一翁知事が心配して、救貧策を営繕会議所に諮問し、三

策の答申を得、その実現、養育院建設に動いている様が記載さ

れている。その部分の原文を以下に示す。（稲松孝思） 

  

 

養育院史 

東京府知事 

大久保一翁 
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